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ご
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ま
た
、
3
月
4
日(

月)

に
開
催
さ
れ
た

「
経
理･

税
務･

金

融
部
会
」
に
つ
い

て
座
長
の
菅
正
彦

社
長
よ
り
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

連
絡
事
項
等
の

終
了
後
、
株
式
会

社
小
島
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
小
島
仁
氏(

中

小
企
業
診
断
士)

を

お
迎
え
し
勉
強
会

を
行
い
ま
し
た
。

勉
強
会
終
了
後

酒
井
代
表
よ
り
挨

拶
が
あ
り
社
長
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

新年度の始まり

平成から「令和」へ

－１－

元
号
法
と
い
う
の
が
あ
る

そ
う
で
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

（W
ikipedia

）
に
よ
り
ま
す

と
、*

一
世
一
元
の
制
と
は
、

元
号
を
君
主
（
皇
帝
、
天
皇
、

国
王
）
の
在
位
中
に
は
変
え

な
い
制
度
を
い
い
、
日
本
で

実
施
さ
れ
た
の
は
明
治
維
新

に
当
た
る
１
８
６
８
年
の
慶

応
か
ら
明
治
へ
の
改
元
か
ら

で
、
そ
れ
以
前
は
天
皇
の
在

位
中
に
も
災
害
な
ど
様
々
な

理
由
に
よ
り
し
ば
し
ば
改
元

が
行
な
わ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。ま

た
、
寛
永
や
慶
長
の
よ

う
に
、
新
た
な
天
皇
が
即
位

し
て
も
、
元
号
が
変
わ
ら
な

い
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
新
元
号
の
も
と
、

日
本
は
、
私
た
ち
は
、
ど
の

よ
う
な
時
代
を
迎
え
る
の
で

し
ょ
う
？

世
界
の
様
々
な
出
来
事
か

ら
時
代
の
歯
車
は
大
き
く
回

転
し
始
め
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
時
世
の
変
化
を
理

解
し
そ
れ
に
対
処
し
た
組
織

や
事
業
こ
そ
が
長
続
き
す
る

こ
と
は
歴
史
が
証
明
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
ダ

ー
ウ
イ
ン
の
環
境
適
応
と
い

う
生
物
学
的
生
存
法
と
同
様

に
、
今
は
社
会
の
変
化
を
理

解
し
、
人
間
心
理
に
対
す
る

深
い
洞
察
力
で
対
処
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
す
。

新
し
い
時
代
を
迎
え
る
の

で
す
か
ら
、
新
年
を
祝
う
よ

う
に
ま
ず
は
期
待
と
希
望
を

込
め
た
抱
負
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で

す
が
、
同
時
に
そ
の
実
現
の

た
め
の
方
策
も
実
行
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

更
に
、
風
雲
急
を
告
げ
る

今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
特
に

申
し
上
げ
た
い
と
思
う
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
予
想
も

し
て
な
か
っ
た
国
際
的
政
治

変
化
が
お
こ
る
か
も
し
れ
な

い
こ
と
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
技
術

に
よ
る
産
業
構
造
や
社
会
生

活
の
変
化
も
い
よ
い
よ
待
っ

た
な
し
と
い
う
事
で
す
。
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引用：新元号を発表する菅官
房長官＝4/1 時事通信社より

５
月
１
日
午
前
０
時
よ
り

「
平
成
」
か
ら｢

令
和(

れ
い
わ
／

R
ei
wa
)

」
へ
元
号
が
改
ま
り
ま
す
。

篠﨑会長による開催の挨拶

勉強会の様子



平成30年度の成果（総括）

平成３０年度の上半期は、電子部品の

供給不足による部材のリードタイムが

延びたことや、 設計・製造不良の対

策に時間を要したことにより、当初計

画の設計・製造が出来なかったので、

事業計画にも大きな影響がありました。

この設計・製造の遅れを取り戻すため、

社員一丸となり、業務を遂行した結果、

少しずつではありますが遅れを取り戻し、事業年度末

には、売上は前期を超える金額になり、経常利益でも

黒字化を達成することができました。

平成30年度の成果（総括）

●栃木工場において高付加価値製品

の受注確保ができた

●歩留りを高めたことにより、経常利益

８億円以上の確保ができた

●海外顧客の売上比率が４０％以上に

増加した

●計画通りの借入金の圧縮ができた

2019年（平成31年）4月25日

－２－

平成31年度/令和元年度

事業方針発表

大陽工業株式会社

インテグラン株式会社

株式会社大昌電子

平成30年度の成果（総括）

・第３四半期までは好調な受注に支え
られ、売上高、収益とも順調に推移し
たが、年明けの第４四半期から受注が
急減。 通期の実績としては、期初に策
定した計画値比、売上高は計画通り、
経常利益は若干の未達となった。
・人員の採用は厳しい環境にあるが、
現場要員の確保として技能実習生（中

国人女性）を採用確保した。（期末時点での実習生は
８名）

新年度の事業方針

・単なる売上の増加に傾注するのではなく、加工高、
収益性を重視した活動に軸足をおいた営業推進。
・調達、販売の両面において海外を視野に入れた活
動に一層注力する。
・即戦力となる人材の確保、育成に努める。
・財務内容の一層の改善に努め、経営基盤の強化を
図る。

重点施策

１．基板事業において、特殊基盤の販売強化と北米
向け輸出の安定的受注の確保

２．板金、塗装、装置組立部門は、売上、収益とも堅
調に改善途上にあり、その継続維持

３．財務内容の強化を目的とした保有資産の見直し

新年度の事業方針

「先端技術と超品質で世界に感動を、そして未来に!!」

「笑顔で更に飛躍の年に!!」

重点施策

・適切な受注の安定確保。 ＩＴ から車載 ＩｏＴ、ＡＩ 関
連にシフト

・歩留りを高め、営業利益１０％につなげる
・安全第一、法令遵守と環境保全で、事故のない快適
な職場を確立

新年度の事業方針

2022年度までに

■電源グループ：売上高20億円を目指す。

■装置グループ：売上高8億円を目指す。

■基板グループ：基板設計で2億円の売上、関連周辺

業務の売上増を目指す。

重点施策

・生産効率の向上、岩手工場平準化への取り組み
・品質の向上、JISQ９１００への準備
・目標管理の徹底、管理職マネジメントスキル向上

＜新入社員数＞
男性 女性 合計

25 4 29

代表取締役

酒井陽太

代表取締役

篠﨑尚利

代表取締役

関山浩一

新年度がスタートして一ヶ月余、今年度は新元
号「令和」で迎える初めての年になります。新
しく掲げた目標や継続的に取組んでいる施策・
課題等について、各社より発表して頂きました。

＜グループ従業員数＞ （平成31年3月現在）

正社員 契約・嘱託 パート・派遣 合計
男性 1,515 134 85 1,734
女性 434 195 192 821
合計 1,949 329 277 2,555



2019年（平成31年）4月25日

－３－

富士精密株式会社

丸忠デジタル株式会社

大金電子工業株式会社

セブンヒルズ株式会社

平成30年度の成果（総括）

金融は、管理機、結束機、プリンター

の受注が増え、27％増加した。設備は、

増産計画の半導体関連は失速し、20

％減ったが、印刷関連が増え、4％増

加した。社会インフラは、中国向けの

機関車関係を主体に受注が伸びず、

23％減少した。通信は、期を通して受

注が伸び悩み、期末に一時的な需要があったが、35

％減少した。医療は、検査機の既存機種に新機種も

加わり又新規顧客も増えて、35％増加した。全体では、

前期に比べ8％の増収となった。

半導体のシェアが20％で影響度は高いが、多くの顧

客を獲得し影響を最小限に留める。

新年度の事業方針

経営方針：顧客満足の向上
（ＣＵＳＴＯＭＥＲ ＳＡＴＩＳＦＡＣＴＩＯＮ）

重要方針：外的要因に大きく影響を受けない事業構造
の構築
経営環境の変化に耐えうる企業体質の構築
持続性を高める企業（事業）運営の構築

重点施策

・顧客を増やし事業領域を拡大させる
・組織を強化し企業のパフォーマンスを向上させる
・付加価値を増やし利益を拡大させる

平成30年度の成果（総括）

上期はアミューズメント用基板に代わ

る金型の受注、部品加工の受注が少

なく苦戦した。

下期に入り、自動車内装用PSI金型、

カメラモジュール基板用金型が好調と

なったが、上期の損失を挽回するには

いたらなかった。

下期途中より、一般金型の見積が正常化してきた為、

31年度も引き続き反映していきたい。

新年度の事業方針

・全社一丸となって生産スピードを上げ、各部門の生
産量を増やす。

・引き続き利益の出る企業体制の構築に取り組む。

重点施策

・生産性向上を図る為、正確な情報収集

・受注金額の正常化を図る

平成30年度の成果（総括）

上期は堅調ながら下期の受注低迷に

より、前年比で若干の増収及び大幅な

減益となりました。

新年度の事業方針

【 Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ ２０２０ 】 （技術革新）

刻々と変化してゆく経済状況の中、即実行、即実践を
合言葉に改革を行う。
次の世代に技術、人財、設備の価値を高め継承して
ゆく。

重点施策

・信頼される企業へ （顧客の深堀と拡大／新市場へ
の参入）

・生産効率の向上 （生産手法の変革／原価意識の
徹底／人財育成の強化、継承）

・創造力の養成 （提案力の強化／高付加価値の追
求）

平成30年度の成果（総括）

売上目標は達成できた。

経常損失の圧縮はできたが、黒字化

には至らなかった。

新商材の取り込みは、方向性が決まり、

準備を進めている段階。

新年度の事業方針

当社は2020年に会社設立50周年を迎えます。

次の50年に向けて事業の見直しを行い、大胆な改革

を推進します。

具体的には資源回収業を縮小し、人材派遣・OA機器

の販売等に注力します。

営業力を強化して、販売先の新規開拓を行います。

重点施策

・事業転換

・営業力強化

・財務の健全化

代表取締役

大川博幸

代表取締役

本間 修

代表取締役

山田敏明
代表取締役

松田 浩



2019年（平成31年）4月25日

－４－

株式会社マグトロニクス

株式会社ダイチューテクノロジーズ

株式会社幸大ハイテック

平成30年度の成果（総括）

SSD TESTER の開発が着実に進め

られ、新規の米国大手のSSDメーカー

の受注を獲得した。また、従来の顧客

からも開発要求があり、新規製品開

発を行った。

新しいSSDの規格に適合した製品開

発を着々と進めている。

社会インフラ系の事業は、リピート製

品に加え、当社開発の地下鉄向けホームドアの製造

を年間通じて行った。31年度も引き続き製造を行って

いく。

新年度の事業方針

基準化・標準化を徹底することにより、管理技術を復
活させる。
人的資源という限られた経営資源を効率よく回す為に、
人を育成する。

重点施策

・最先端の技術を駆使して、スピーディな製品開発を
行い、世の中に最新機器を送り出す。
・社会インフラ系のビジネスにおいて、既存製品の受
注を増やすと共に新規製品案件を積極的に取り込ん
でいき、シリーズ化する。
・目標原価と実際原価の差異分析を行い材料原価低
減する。
・在庫精度を向上させ、生産計画から必要部材の引
当を行い、材料棚卸を削減する。

平成30年度の成果（総括）

平成30年度は景気拡大及び奈良工場

の開設により増収を達成することがで

きました。しかしながら急激な受注拡

大対応の為の人員増、また年度後半

の景気の急減速により費用過多となり

減益となりました。また急激な拡大に

よる品質の悪化、人材育成の遅れな

どにより顧客対応の悪化も見られ改善

を必要とする状況となり課題の残る年度となりました。

新年度の事業方針

「ROBUST より強い会社へ」

市場、お客様の広がり、そして外部環境変化から、当

社への要求は製造受託に加え、付帯するサポート、

サービスの提供など益々複雑化・高度化している。

これらの要求に応え、持続的安定成長を実現するに

は、品質・納期・価格において感動を与えるレベルと

なり、また提供するソリューションが比類ない優れたも

のでなければならない。

当社は、いま一度、製造受託機能の強化を図り、更に

顧客の成功を強力に支援する最適なソリューションを

提供できる企業となるため、より強い会社に生まれ変

わる。

重点施策

モノづくり体制強化
・工場を中心とした組織再構築 （品質改善、生産性
向上）

企業体制強化
・徹底的な社内の見える化 （在庫管理、原価管理、
工程管理、利益管理）

将来に向けた取り組み強化
・成長に向けた活動 （コトづくり強化、人材育成、マ
ーケティング活動）

平成30年度の成果（総括）

Vision2023（中期経営計画）の一期目

は売上、利益共に計画達成となる見込

みです。

前期施策である「医療機器と産業機器

の２本柱を築く」については医療機器

開発の遅れもあり来期への継続課題

と致します。また「原価管理の徹底」に

ついては、オーダー毎の改善活動を全

社で取り組んだことにより粗利率が改善する見込み

です。案件ごとの品質や納期に対する事前検討が出

来る仕組みが構築され、それに携わる社員の意識も

活動に表れ、次期も継続して計画達成に向けて取り

組んで参ります。

新年度の事業方針

Vision2023（中期経営計画）の達成
「収益構造の変革」、「企業風土の変革」、「原点に返
る」をスローガンに挑戦し続けます。

重点施策

・売上拡大に向けた医療機器と産業機器の顧客構築
・全社一丸となった原価管理活動の継続
・顧客目線から一段上げた品質基準の徹底

代表取締役

菅 正彦
代表取締役

藤野宏行

代表取締役

佐々木義弘



2019年（平成31年）4月25日

－５－

株式会社ニューシステムズテクノロジー

平成30年度の成果（総括）

●売上高は前期比１０％増、５期連

続で増収

●電力、防災、医療などの制御系シ

ステム開発は堅調に推移

●計測系システム、ＳＥサービス・ビ

ジネスが大幅に増収

●新規顧客の開拓による受注増が

収益に大きく貢献

●働き方・休み方の改善への制度を

整備

新年度の事業方針

「事業構造改革の推進」（第２期・中期経営計画）
※．平成３１年度は第２期３カ年計画の３年目

「更なる成長の加速」、「キャッシュフローの改善」、
「ワークライフバランスへの取組み」の推進

重点施策

・計測・制御系システム開発でのニッチ市場の開拓
・ＳＥサービス・ビジネスの基盤確立
・労働生産性の向上と人材力のレベルアップ

代表取締役

熊谷 修

平成30年度の成果（総括）

前年度は大きな景気の後押しもあり、

増収増益を達成することができました。

また将来の新たなビジネス獲得に備え

工場内外の改修をおこない、働きやす

い職場環境の構築、工程の見える化

の推進を行いました。また大幅な売上

増加に伴い新たな課題が浮き彫りにな

った1年でもありました。今後、更なる成長に向けて基

盤強化を行って参ります。

株式会社トライターム

新年度の事業方針

組織の充実、さらなる基盤強化

・方針・戦略に基づく営業

・医療に関わる仕事をしている認識と誇りを持った活

動

・トライターム独自の技術・品質体制の確立

重点施策

・生産力の強化
・購買力の強化
・技術力の強化

代表取締役

菅 正彦

株式会社コダビット

平成30年度の成果（総括）

Vision2021（新・中期経営計画）一期

目の派遣事業におきましては、大手

派遣会社への人材流出に加え、求人

難による人材の採用及び派遣先へ

の追加採用に至りませんでした。派

遣事業の見直しを迫られる中で、請

負事業に経営資源を集中させ売上

の拡大と併せて、人材育成による多能工化、品質向

上による後戻りコストの削減といった利益改善に取り

組みましたが、売上、利益共に計画未達となりました。

計画二期目におきましても「原点に返る」をスローガン

として達成に向け取り組んで参ります。

新年度の事業方針

Ｖｉｓｉｏｎ2021（新・中期経営計画）の達成
「収益構造の変革」、「企業風土の変革」、「原点に返
る」をスローガンに挑戦し続けます。

重点施策

・売上拡大
・人材の採用と教育
・QCDの向上

代表取締役

藤野宏行

株式会社サテリット

平成30年度の成果（総括）

前期は年間を通して試作関係の受注

が低迷し売上、利益ともに目標を大き

く下回ることになってしまいました。そ

のような状況の中で、営業面に関して、

下期から人員を増強して金属関係だ

けではなく、成型品の受注を取り込む

べく動き始めるとともに、中量産の受

注の確保、また組立までの一括受注等の新しい試み

にチャレンジし、来期へ向けての体制を整えました。

新年度の事業方針

新しい営業体制のもとに積極的な営業活動を展開し、

既存の金属分野だけにはとらわれない製品の受注を

取り込み、目標の達成を目指します。

重点施策

・新規顧客の開拓

・試作及び中量産品の取り込み

・人材の育成

代表取締役

矢澤克弘
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経理･税務･金融部会開催

よくわかる消費税軽減税率制度－リーフレット－（国税庁HPより)

インテグラン㈱

インテグラン㈱が２月６日(水)～８日(金)東京ビッグ

サイトで開催された第１回航空・宇宙機器開発展に

出展致しました。

㈱ダイチューテクノロジーズ

㈱ダイチューテクノロジーズが４月10日(水)～12日

(金)東京ビッグサイトで開催された第22回組み込み

システム開発技術展に出展致しました。

分社グループ株主総会

場所：コートヤード・マリオット
銀座東武ホテル

令和元年６月２５日（火）
桜の間 １３：００ 開始

（※社長会・吉生会を開催予定）

本年1月に発行致しました新年号においてグル

ープの皆さまから「新元号」を予測して頂きまし
た。

「安政」「開政」「悠歩」「安久」「羽生」「栄
恵」…など様々な候補をお寄せ頂き大変ありがと
うございました。

「令和」という新しい時代もまたグループの皆
さまと共に歩ませて頂けますよう、ご指導、ご鞭
撻、ご協力賜りますよう何卒よろしくお願い申し
上げます。（事務局）


